
集会アピール 

於 7月10日 「安保法案 東京大学人緊急抗議集会」 

 

１、私たちは安全保障関連法案の今国会での成立に反対する。 

 第一に、政府は立憲主義を蹂躙している。憲法９条のもとで集団的自衛権が許されないというのは、学説上も、

政府解釈でも、司法の場でも、半世紀以上とられてきた解釈である。 

 第二に、政府は民意に背き、国民に対する誠実な説明責任すら果たしていない。これほど国民に直接的な影響

を持つ立法であるにもかかわらず、説明もなおざりに、数の力で強行する。これを民主主義ということができる

だろうか。 

 第三に、この法案は未来に巨大な禍根を残す。法案成立の先には何があるだろうか。自衛隊の活動への歯止め

がはずれれば、軍事同盟を結ぶアメリカの戦争に本格的に加担することになる。日本がテロの対象国となる危険

性は格段に高まる。米軍基地は維持・拡大に向かい、沖縄の民意は踏みにじられるだろう。アジアの周辺諸国や

イスラム諸国とのあいだにいっそうの緊張が生まれ、実際に軍事的な行動を行えば、多くの国を敵に回すことに

なる。 

 戦時下では言論の自由が実質的に、また制度的に制限される危険があり、学問研究の自由もおびやかされるだ

ろう。そして、国民が主権者として行動する権利が失われる。 

 

２．道はこれだけではない。 

 日本が世界の国々とどのような関係を結んでいくか。私たちには、多様な意見・対案がある。「集団的自衛権

を導入しなければ国際貢献ができないということはない」、「国際貢献の相手は米国だけではない」、「自衛隊

が復興支援活動を行うときにも、戦争を放棄した日本だからこそ、現地の人びとからも歓迎された」、「憲法9

条があるからこそ、東アジアに平和に基づく国際関係を広げる役割を日本が果たせる」等々。日本の安全保障政

策や外交政策について、法案を廃案にしたあとも、私たちは議論を続けていく。 

 

３．私たち一人一人に行動する責任がある。 

 私たちは、自分たちの生活をまもるために、自覚的に行動しなければならない。一人ひとりが立ち上がり、さ

らに、私たちが東京大学人に呼びかけたように、各地のコミュニティで行動をつくることができれば、これまで

表面に出なかった声も呼び起こす。このようにしてかつてない規模でのうねりを起こしてこそ、政権の暴走を阻

止し、法案を廃案にすることができる。 

 私たちはまた、東京大学の構成員としての社会的責任も果たしたい。東京大学には学問研究の拠点としての社

会的使命がある。東京大学という巨大な機構が、もっぱら権力のために使われるか、それともより広い人類社会

のために使われるかは、日本社会の帰趨にも大きな影響を持つ。軍事研究への大学の協力の要請など、目前で問

われている問題もある。私たちは、この東京大学の力が正しく活かされるように責任を果たさなければならない。

戦前、東京帝国大学は戦争遂行の協力者となり、学問の自由を手放し、多くの学徒を戦場に送る破局的な過ちを

犯した。この惨禍をふたたび繰り返さないことは、私たちの先人への誓いであり、未来の世代への責任である。 

 

４．行動提起 

 この意思を実践するため、私たちはさらなる行動をすすめる。 

 一つ、東京大学内における行動と議論を前進させる。法案の廃案まで、アピール賛同の拡大や情報発信をする

ほか、個々人が議論をまきおこし、平和に貢献する東大につくる。 



 二つ、学外にたいし、各種メディアを通した発信にとどまらず、この署名・メッセージを国会議員や行政に届

けたり、SEALDsその他の主催する抗議行動に参加するなど、あらゆる方向から政府に圧力をかける。 

 三つ、私たち個人が、政治的自覚と行動を確かなものとするため、それぞれの立場で学び続ける。連帯強化と

両立して、一人として独立する姿勢があってこそ、学問の自由の真価を発揮し、社会の発展に貢献することがで

きる。 

 

 以上のような行動の発展に力を尽くすことを、ここに決意し、集会アピールとする。ともに頑張りましょう。 


